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別紙（記載例） 
 

Ⅰ．対象物質の名称 アクリル酸・メタクリル酸・スチレン共重合物 
（既存化学物質名称：○○○○○○共重合物）  

Ⅱ．対象物質の構造式  

Ⅲ．対象物質の数平均分子量 ４４，０００～５０，０００  

Ⅳ．対象物質の重量平均分子量 ７４，０００～８０，０００  

Ⅴ．対象物質の単量体単位のモル比 ａ：ｂ：ｃ＝４０～５０：２５～３５：２０～３０ 

Ⅵ．対象物質の単量体単位の重量比 ａ：ｂ：ｃ＝３３～４３：２６～３６：２６～３６  

Ⅶ．対象物質の外観 白色固体 

Ⅷ．対象物質の用途 プラスチック添加剤（用途コード：１２７）  

Ⅸ．対象物質の純度及び不純物 純度：９９％以上 不純物：トルエン（官報公示整理番号：３－２）：１％以下 

Ⅹ．対象物質の官報公示整理番号 ○－○○○○  

ⅩⅠ．その他参考となるべき事項 ＣＡＳ番号：○○○○－○○－○ 
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（１）試験サンプルの純度、不純物及びその含有量 

純度 ９９．５％以上 

不純物及びその含有量 トルエン：０．５％未満 

試験サンプル入手方法 令和５年１０月２０日に自社にて試験研究用に製造 

 

（２）試験サンプルを構成する単量体の名称及び官報公示整理番号等、単量体単位のモル比及び重量比 

単量体の名称 官報公示整理番号 その他番号 

ａ：アクリル酸 ２－９８４ ＣＡＳ番号：７９－１０－７ 

ｂ：メタクリル酸 ２－１０２５ ＣＡＳ番号：７９－４１－４ 

ｃ：スチレン ３－４ ＣＡＳ番号：１００－４２－５ 

 

構造式 
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モル比 ａ：ｂ：ｃ＝４５：３０：２５ 

重量比 ａ：ｂ：ｃ＝３８：３１：３１ 
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（３）物理化学的安定性試験結果、酸・アルカリ溶解試験結果 

試験番号 Ａ－１ 

試験期間 令和５年１１月１日～１１月２０日 

試験実施施設 ○○試験所 

試験温度 ４０℃ 

被験物質の試験濃度 １，０００mg/L 

 

試験液 

ＤＯＣ変化 重量変化*2 ＩＲスペクトル変化 分子量分布変化 

ＤＯＣ濃度（mg/Ｌ） 
 

 

有機炭素

可溶化率

(％)*1 

 

重量（mg） 

重量変

化率

（％）  

試験

前 

試験

後 

変化

の 

有無 

平均分子量（平均値） 

変化

の 

有無 

Mn Mｗ Mw/Mn 

試験前 試験後 ΔDOC 試験前 試験後 ΔＷ 
試 験

前 

試 験

後 

試 験

前 

試 験

後 

試 験

前 

試 験

後 

pH=4.0 

1.1 2.5 1.4 0.2       
  

  

図１ 

図２ 無 

4.6×

104 

4.5×

104 

7.8×

104 

7.7×

104 

1.7 

1.7 無 

1.1 2.2  1.1 0.2        図３ 無 
4.4×

104 

7.8×

104 
1.8 無 

pH=9.0 

1.5 3.0 1.5 0.2     図４ 無 
4.5×

104 

7.4×

104 
1.6 無 

1.5 3.2 1.7 0.3     図５ 無 
4.6×

104 

7.5×

104 
1.6 無 

*1 有機炭素可溶化率（％）＝（△ＤＯＣ／理論値*）×１００   *理論値（６４８mg/L）＝被験物質の試験濃度（１，０００mg/L）×有機炭素含有率（６４．８%） 

*2 DOC の分析が適切でない場合は、重量変化について記載すること。 

pH4.0 の試験液 

種類*3 調製方法*4 試験液の pH 

無機溶媒 
リン酸水素二ナトリウム12水和物〇〇g及びリン酸水素二カリウム〇〇gを

１L の水で希釈して調製 

試験前：４．０ 

試験後：４．０ 

    *3 TG111 に採用されている緩衝液又は無機溶媒を記載すること。 

 *4 無機溶媒を使用した場合は、その調製方法を記載すること。 

 
図１～５ 
※ＩＲスペクトルを貼り付けて下さい。 
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（４）水・有機溶媒溶解性試験結果 

試験番号 Ａ－２ 

試験期間 令和５年１１月１日～１１月５日 

試験実施施設 ○○試験所 

試験温度 ３５℃ 

 

 

測定溶媒 

ＤＯＣ変化 重量変化*6 

 
ＤＯＣ濃度（mg/Ｌ） 有機炭素 

可溶化率 

（％）*5 

平均値 

（％） 

重量（mg） 
重 量 変 化 率

（％） 

平均値 

（％） 

 

 試験前 試験後 ΔＤＯＣ 試験前 試験後 ΔＷ 

                               水 
 0.06  0.78  0.72 0.06 

  0.06 
    

 
 0.15  0.83  0.68 0.06     

*5 有機炭素可溶化率（％）＝（△ＤＯＣ／理論値*）×１００   *理論値（６４８mg/L）＝被験物質の試験濃度（１，０００mg/L）×有機炭素含有率（６４．８%） 
*6 DOC の分析が適切でない場合は、重量変化について記載すること。 

測定溶媒 

重量変化 

重量（mg） 重量変化率 

（％） 

平均値 

（％） 試験前 試験後 ΔＷ 

テトラヒドロフラン 
 2000.1  0.0  2000.1  100.0 

100.0 
 2001.0  0.2  2000.8  100.0 

ジメチルホルムアミド 
 －  －  －  － 

－  
 －  －  －  － 
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（５）分子量分布、分子量 1,000 未満成分の含有量等 

試験番号 Ａ－３ 

試験期間 令和５年１１月６日～１１月７日 

試験実施施設 ○○試験所 

分子量分布図 図６ 

数平均分子量（Mn） 46,000±2,000 

重量平均分子量（Mw） 78,000±3,200 

Z 平均分子量（Mz） 95,000±4,800 

分散度（Mw／Mn） 1.70 

分子量 1,000 未満成分の含有率 0.05％ 

溶離液 テトラヒドロフラン 

分子量換算方法 ポリスチレン換算 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                     図６．分子量分布図 
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（６）懸念官能基等の有無 

懸念官能基等 有無 

ナトリウム、マグネシウム、カリウ

ム又はカルシウム以外の金属 
無 

ヒ素 無 

セレン 無 

炭素間二重結合 － 

炭素間三重結合 － 

炭素窒素間二重結合 － 

炭素窒素間三重結合 － 

アジリジル基 － 

アミノ基 － 

エポキシ基 － 

スルホン酸基 － 

ヒドラジノ基 － 

フェノール性水酸基 － 

フルオロ基 － 

 


